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リスクコミュニケーションの課題 
小林傳司（大阪大学） 

１．コミュニケーションの手法の前に考えるべきこと 
不確実性：特に「確率論的」表現の意味 

例）地震予知：大数の法則が成立しない 

○その失敗と問題点－以前から指摘されていたこと（外岡秀俊『地震と社会』みすず書房） 
○30年以内発生確率（地震調査委員会 2011 年 1 月 1 日） 

宮城県沖 M7.5 前後 99% 
三陸沖南部 M7.7 前後 80-90% 
福島県沖 M7.4 前後 7%以下 
東海地震 M8 前後 87% 

○2012年の報道から：「首都直下地震Ｍ7 以上発生確率」をめぐって 
従来：文科省 30年以内に 70％ 

1 月 23 日 ：東大 4 年以内に 70％     （3.11－9） 
2 月 1 日   ：京大 5 年以内に 28％      （3.11－1.21） 
2 月 5 日   ：東大 4 年以内に 50％以下 （3.11－12） 

 
地震調査研究推進本部（文部科学省）（参考資料 http://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/ichiran.pdf） 

 

⇒確率論的データの「読み方」の工夫は専門家の役割 
⇒「読み方」、「伝え方」を専門家と社会が協力して開発する必要性 
 
２．リスクの多次元性 
 「リスク＝ハザード×発生確率」 単独パラダイムからの解放 

 ・リスクの多次元性の認識と対応するマネジメント戦略やコミュニケーション手法

の多様性の認識 
 ・リスク＝ハザード＋アウトレージ という発想を真剣に受け止めること 
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参考：地震調査研究推進本部（文部科学省）（http://www.jishin.go.jp/main/choukihyoka/ichiran.pdf） 

 
 


